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協議事項 １  

令和 7年度 千曲市地域包括支援センター(高齢者相談センター)の業務報告について 
 

第１ センターの組織（令和２年４月～） 
 

１ 基幹地域包括支援センター（担当 更埴川西圏域）【市直営】 
 

２ 更埴川東地域包括支援センター（担当 更埴川東及び埴生圏域） 
【委託先 社会福祉法人千曲市社会福祉協議会】 

 

３ 戸倉上山田地域包括支援センター（担当 戸倉及び上山田圏域） 
【委託先 社会福祉法人千曲市社会福祉協議会】 

 
第２ センター（地域支援事業他）の業務内容 
 

項  目 内  容 
委託 
包括 

介
護 
保
険
法 

地
域
支
援
事
業  
 

包括的 
支援 
事業 

総合相談 
支援事業 

高齢者並びに家族等の総合的な相談・支援等 

実施 権利擁護事業 虐待の防止や権利擁護の必要な方への支援等 

包括的・継続的 
ケアマネジメント

事業 

介護支援専門員への相談支援等、介護予防のため
の個別地域ケア会議の実施等 

在宅医療・介護 
連携推進事業 

地域の実情に即した在宅医療と介護を一体的に提
供するために、医療及び介護従事者の連携推進等 

協力 
認知症 

総合支援事業 

認知症の早期診断・早期対応に向けた支援体制の
構築及び認知症の方やその家族への相談支援体
制の構築と認知症ケアの向上を図る 

任意事業 
家族介護支援事業、成年後見制度利用支援事業、
認知症サポーター等養成講座 

協力 

介護予防・
日常生活支
援総合事業 

一般介護予防事業 介護予防講座の実施や地域活動組織への支援等 協力 

介護予防ケアマネ
ジメント事業 

要支援認定者及び予防支援高齢者の予防プラン
作成・支援 

実施 

指定介護予防支援事業 要支援認定者の予防プラン作成・支援 実施 

老 人 
福祉法 

養護老人ホーム等への入所措置 - 

高齢者
施 策 

成年後見制度普及啓発等の推進及び成年後見人等の確保に係る事業 
行方不明高齢者ＳＯＳネットワーク事業（高齢者係とともに担当） 

協力 

 ※予防支援高齢者：国の基準による基本チェックリスト該当者 
 

第３ 「包括的支援事業」業務報告 

１ 総合相談支援事業 

   高齢者が住み慣れた地域で安心して生活を継続できるよう、高齢者やその家族等からの相談を受

けるとともに、内容に応じて、介護サービスを含めた保健・福祉・医療等の機関や各種の制度につ

なげる等の総合的な支援を実施。 

(1) 相談支援延件数                            （単位：件） 

 基幹 更埴川東 戸倉上山田 相談支援延件数 令和６年度 

令和７年度 6,007 3,914 5,623 15,544 14,126 

 (2) 相談支援内容別延件数                         （単位：件） 

 基幹 更埴川東 戸倉上山田 相談支援延件数 令和６年度 

令和７年度 7,216 6,742 10,111 24,069 19,944 
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(3) 令和７年度の総合相談事業実施状況内訳：P13 別添１のとおり 

（4) 評価・考察 

   今後も高齢者の増加により、認知症や認知機能の低下した高齢者、頼れる親族のいない高齢者

の増加が見込まれ、意思決定支援や権利擁護の重要性が高まる。対応が困難かつ長期化するケー

スの対応・対処方法を共有しながら３包括が地域包括支援ネットワークの基盤的機能を果たすべ

く、関係機関や地域住民との連携を図っていく。 

 

２ 権利擁護事業 

地域の住民や民生児童委員、介護支援専門員等の支援だけでは課題の解決が難しい、あるいは適切

なサービス等につながる方法が見つからない等の困難な状況にある高齢者が安心して尊厳のある生

活を行うことができるよう専門的・継続的な視点からの支援を実施。 

(1) 内 容  

成年後見制度の活用促進、老人福祉施設等への措置の支援、高齢者虐待への対応、困難事例への

対応、消費者被害の被害防止等、高齢者からの相談に対し３職種のチームアプローチに加え、関係

機関（内容に応じて消費生活センター、警察、消防、法律相談、社会福祉協議会他）と連携を図り

ながら支援した。 

 

(2) 高齢者虐待  

ア 令和７年度の内訳                            （単位:件） 

 実 数 
相談支

援延数 
内容等(重複あり) 令和６年度 

虐 

 

待 

21 

412 

・身体的虐待     4 

・介護の放棄/放任     0 

・心理的虐待       3 

・性的虐待        0 

・経済的虐待       1 

12 

・虐待判断     8 

・虐待判断に至らず 6 

・否虐待      7 

・虐待判断      4 

・虐待判断に至らず 5 

・否虐待      3 

 実 数 
相談支

援延数 
内 容 等 令和６年度 

権

利

擁

護 

183 622 

・日常生活自立支援事業に関

すること 

・成年後見制度に関すること 

・消費者被害に関すること等 

152 

    ※虐待の内訳は国の高齢者虐待調査要領に準拠   
 

イ 市虐待防止ネットワーク会議 高齢者虐待対策部会の開催 

     多職種が連携して、「権利擁護・虐待防止・孤独死防止」を目的に高齢者支援ネットワークの

形成に努めた。事例を検討し支援のあり方について助言等をいただいた。 

詳細：P16 別添２のとおり 
 

  ウ 評価・考察 

家族の問題解決力や関係修復力の低下により介入や支援が必要となるケースが散見される。 

また障害、高齢、生活困窮等の複合的課題を抱える世帯の支援に苦慮しているが「尊厳ある生活

と人生を継続することができる」という人として当たり前の願いを支えていけるよう、関係機関

や地域の住民と連携し、個別地域ケア会議等を通じて多職種での検討を行い、支援にあたること

ができた。 

 

(3) 成年後見制度 

ア 成年後見制度の普及啓発・利用支援  

ａ 後見開始市長申立：２件（令和６年度：３件） ※高齢者分 
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ｂ 市成年後見制度利用促進に係る中核機関運営事業 
 「千曲市社協成年後見支援センター」を成年後見制度に関する市の中核機関として開設し 
周知啓発により相談件数は高く維持している。 
ｃ 実施状況 

(a)  令和７年度の相談支援等の状況  

相談支援 

延件数（単位：件） 

相談支援 

実人数（単位：人） 
主な内容（障害者と重複あり）（単位：件） 

令和６年度 

（単位：件） 

925 

(うち、認知症

等高齢者 267) 

65 

(うち、認知症

等高齢者 29） 

後見制度全般 

後見等申立手続きの相談 

後見人候補者等の調整支援 

状況調査・ケース調整 

延 580 

延 141 

延 56 

延 483 

相談支援延件数 

978 

(うち、認知症等

高齢者 325) 

 
（b） 普及啓発等について 

講演会 「一人ひとりの人生を尊重する～成年後見制度が守る権利と尊厳～」 
         令和 7 年 10 月 10 日実施 150 人参加 

 
    （c） 評価・考察 

成年後見制度の相談支援の拠点となる「中核機関」として、サロン等への出前講座の実施や
後見制度普及啓発事業講演会、研修会の実施など啓発活動を強化している。市民の関心が高ま
り制度全般の問い合わせや相談件数は高く推移している。 

 
イ 成年後見制度法人後見推進事業への支援 

      千曲市社会福祉協議会が主となり、経済的困窮とともに身寄りがなく、認知症、知的障害

及び精神障害により意思決定が困難な人の後見人等の受任（法人後見）を開始し、権利擁護

を図る観点から事業への支援を実施した。 

    ａ 受任件数…16 名（うち高齢者６名、障がい者 10 名） 

    ｂ 業務内容 

(a) 成年後見人等受任（財産管理、身上監護） 

(b) 弁護士、司法書士等の専門職を含めた運営委員会の実施 

(c) 受任に係る相談等 

 

３ 包括的・継続的ケアマネジメント支援事業 

   主任介護支援専門員が中心となって、地域の介護支援専門員への支援のほか、高齢者が住み慣れ

た地域で暮らし続けることができるよう関係機関及び多職種とのネットワークづくりを推進。 

(1) 介護支援専門員への支援 

ア 相談・支援について 

(ｱ) 地域の介護支援専門員からの相談支援実施状況     （単位：件） 

令和７年度 令和７年度(計画値) 令和６年度 

776 620 847 
 

(ｲ) 令和７年度の内訳（相談支援延件数）         （単位：件） 

 軽度者福祉 

用具利用相談 

訪問介護 

利用相談 

介護予防・居宅ｻｰﾋﾞｽ計画

作成支援 

基幹包括 0 6 141 

更埴川東 0 9 265 

戸上包括 1 35 268 

 

 

 

 

 

 

 

制度理解への 

支援 

医療との 

連携等 

処遇困難ケースへの 

助言・支援等 
その他 合 計 

0 0 0 2 149 

776 0 0 3 9 286 

0 0 0 37 341 
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(ｳ) 評価・考察 

介護支援専門員からの相談内容は多様化しており、利用者の自立支援の視点に立ち、介護支援専

門員自らが新たな気づきを得て、支援方法に自信をもって取り組めるような支援を心がけた。主任

介護支援専門員も増えており、役割として求められている地域の介護支援専門員の育成や地域づく

りへの参画をスムーズに行えるような環境づくり、主任介護支援専門員同士のネットワーク構築を

支援した。 

介護支援専門員は、介護保険サービスの調整役として制度の根幹を担う専門職であることから、

利用者の自立支援に向けたケアマネジメント（自助⇒互助⇒共助⇒公助の考え方を基本）が実施で

きるよう引き続き支援していくとともに、介護支援専門員、主任介護支援専門員が地域課題を共有

し、多職種と連携して地域づくりにも参画していけるよう支援していく。 
 

(2) 介護予防のための地域ケア会議について：詳細 P14 別添２のとおり 
 

(3) ケアマネジメント研究会について：詳細 P15 別添２のとおり 
 

(4) 関係機関への情報提供について 

  千曲市や千曲市社会福祉協議会等のサービスを中心とした、各種相談場所や支援内容などをま

とめた「千曲市高齢者見守り便利帳」を作成し配布。 

４ 地域ケア会議 

個別ケースの課題解決機能のみならず、ケアマネジメントの向上、地域課題の抽出、地域のネッ

トワークづくり、社会資源の開発等を検討するため、包括３職種、関係機関、専門職、民生児童委

員等で協議した。 

併せて「介護予防のための地域ケア会議」は、地域包括と居宅介護支援事業所の介護支援専門員、

包括３職種（保健師・社会福祉士・主任介護支援専門員）、保険者、管理栄養士、生活支援コーディ

ネーター、リハビリ職（PT、OT）、薬剤師、歯科衛生士、歯科医師、介護保険サービス事業所職員等

に参加していただき、多角的な視点からの助言・地域課題の共有を行った。 

令和７年度の内訳：P14～16 別添２のとおり 

 

５ 多職種協働による支援ネットワークの構築  

 住み慣れた場所で暮らし続けられる地域づくり（地域包括ケアシステム構築）の推進のために、

地域の医療・介護・福祉・保健サービス等に従事する職種による連携・協働の支援ネットワークの

構築に努めた。 

 

(1) 在宅医療・介護連携の推進 

住み慣れた地域で必要な医療・介護を受け安心して自分らしい生活が継続できるよう、地域の医

療従事者及び介護従事者等が、在宅医療と介護サービスとの連携を推進するための協議及び事業

等を実施した。 

詳細：P15 別添２のとおり 

 

ア 委員会名称 

千曲市在宅医療・介護連携推進委員会 

イ 会議等開催状況 ２回 

ウ 取組事業 

(ｱ) 啓発事業   

 a 人生会議普及啓発冊子「もしも」のときの医療・ケアについての冊子作成 

b 講話「私が望む人生の最終段階の迎え方」とオリジナル紙芝居 

いきいきサロン 3 か所 59 人 

「もしバナゲーム」を使って人生会議について普及   

介護相談員対象 17 人 

有線・市報・ホームページ 「人生会議」について掲載 
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c 在宅医療・介護連携 相談窓口の運営 

d 千曲市多職種連携研修会の開催 

 

      

 参加者 65 人 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2) 認知症への総合支援の実施 

    認知症の早期診断・早期対応に向けた支援及び認知症の人とその家族が地域でのより良い生活

を送ることができるよう、見守りや相談支援体制の構築、他職種との連携構築の取り組み等を推

進した。 
 

ア 認知症初期集中支援事業 

相談等を通じて把握した認知症が疑われる人に対し、６ヶ月間集中的に、適切な医療・介護

サービスに結びつけるよう支援した。 
 

(ｱ)  チーム設置状況 

a 設置場所：基幹地域包括支援センター 

b チーム数：３チーム 

（更埴地区、戸倉上山田地区に各１チーム及び精神疾患（疑）対応チーム） 

c チーム構成：医師、保健師、看護師、社会福祉士、精神保健福祉士 
 

(ｲ)  チーム活動状況 

a 周知及び啓発：市報及び市ホームページ掲載、介護保険制度説明書類送付時のチラシ同封 

b チーム員会議：更埴チーム２回、戸倉上山田チーム２回、精神疾患（疑）対応チーム３回 

c 支援件数  ：更埴チーム２件、戸倉上山田チーム１件、精神疾患（疑）対応チーム２件 

 

（ｳ） チーム支援の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｴ） 認知症相談・ケアサイトのアクセス数           （単位:件） 

これって認知症？ 
（家族・介護者向け） 

私も認知症？ 
（本人向け） 

合計 月平均 

2,361 1,838 4,199 349.9 

 
 

 
(ｵ) 評価・考察 

     チーム員医師・看護師等の医療との連携を図り、適切な医療機関への受診や認知症の診断に
向けての支援をした。 
要介護認定や介護サービスにつながらなかったケースは、地域包括支援センターの支援として

医師 5 MSW 6 

歯科医師 3 精神保健福祉士 1 

薬剤師 10 ケアマネ 24 

理学療法士 2 社会福祉士 2 

看護師 6 介護福祉士 3 

保健師 3   

医療 

受診につながった（うち認知症の診断） 3（3） 

受診につながらず 2 

支援継続中 0 

介護 

サービス利用につながった 3 

サービス利用につながらず 2 

支援継続中 0 
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引き継いだ。今後も各種事業や相談等を通じて事業の周知・啓発を行い、早期診断により適切な
支援に結びつけていく。 

 

イ 認知症の人を支える支援体制の推進 

   (ｱ) 行方不明高齢者 SOS ネットワーク事業の推進 

    地域の見守りネットワークの構築のため、地域の協力・連携を得て実施した。 

ａ 発信回数 

 

 

 

 (ｲ) 行方不明になる恐れがある高齢者等の事前登録（令和８年３月 31 日現在）  27 人 
 
 

ウ 認知症ケアの推進 

(ｱ) 認知症地域支援推進員の配置等 

認知症の人やその家族の相談支援体制の更なる構築や認知症の人を支援する関係者との連

携を図る取組みを進めるため、国の「認知症地域支援推進員研修」を受講した者等を以下のと

おり「認知症地域支援推進員」として配置した。 
 

ａ 認知症地域支援推進員の配置状況        令和 8年 3月 31 日現在 （単位：人） 

配 置 場 所 配置人数 配 置 状 況 

基幹地域包括支援センター 6 
いずれも、現業務と兼務で

配置 
更埴川東地域包括支援センター 3 

戸倉上山田地域包括支援センター 3 

 

エ 認知症理解の推進 

(ｱ)  認知症サポーター養成講座・復習講座の実施 

       認知症についての正しい知識をもち、地域で認知症の人を支えるきっかけづくりとして 

認知症の人や家族を見守る応援者（サポーター）となっていただくために実施。 
 

ａ 参加人数・実施回                                 （単位：人） 

 令和 7年度 7 年度(計画値) 令和 6年度 

講座開催数 7 ― 10 

講座受講者延人数 108 350 209 

平成 18 年度からの講座受講者延人数 4,766 ― 4,658 

復習講座開催数 1 ― ― 

復習講座受講者人数 35 ― ― 

 

ｂ 人材育成 

  キャラバンメイト登録人数  19 名 

認知症キャラバンメイト交流会 １回 8 名参加 

 

ｃ 評価・考察 

  地区の人権研修会や地域の消防団へ講座を行い多くのサポーターを養成することができた。 

  認知症キャラバン・メイトの交流会も継続し、情報交換や今後の活動について意見交換を

する他、メイト同士のコミュニケーションを図ることができた。今年度初めてサポーター養

成講座の復習講座を開催し、地域のオレンジカフェ開設に繋がった。 

 令和７年度 令和６年度 

回 数 ５ （対象者：３人） 10 
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(ｲ)「認知症の人と家族の会」との連携 

      認知症への理解を進める活動や認知症の人やその家族の支援を行っている団体等との連携

や活動への協力を進めた。 

a 認知症の人やその家族からの相談に応じ、必要に応じて「家族会」を紹介する等、連携を 

図った。 

b 「市民講座」の共催（令和７年 10 月 18 日） 

     内容 ・講演会：認知症と診断されて 

「認知症になってもわたしは私」                   講師：江森元春 氏 

夫が「認知症」と診断されたときの家族の対応        講師：江森けさ子氏 

        ・参加者：68 名 

 

(ｳ) 認知症カフェ 

障がい福祉サービス事業所の「CoCo レスト」の協力を得て、基幹地域包括支援センターが運

営する「オレンジカフェちくま」を開催した。 

 

a 開催数：６回 13：30～15：30 

b 参加人数 ：延 94 人 

c 個人負担金：200 円 

d 実施内容 ：カフェ、ミニ講話、レクリエーション、歌など 
 

(ｴ) 認知症カフェへの補助 

   認知症の人やその家族が気軽に社会参加できるよう、認知症カフェを開設・運営する団体又

は個人に対し補助金を交付した。 

(ｵ) 認知症月間 

a 令和７年９月号市報にて、認知症についての相談窓口や家族会、認知症サポーター養成講

座等、認知症に係る事業について広報した。 

b 戸倉創造館にて「市内介護保険事業所」、「障がい福祉サービス事業所 CoCo レスト」及び「屋

代高校家庭科班」の協力を得て、認知症に関する展示及び福祉用具の展示を行い、世界ア

ルツハイマーデーには市民向けに認知症サポーター養成講座及び認知症相談会（相談者 3

名）を開催した。 

c 更埴図書館及び戸倉図書館にて、認知症に関する図書の特設コーナーを設けた。 

 

(ｶ) 認知症相談支援普及啓発の推進 

a 「千曲市認知症支え愛ガイド（認知症ケアパス）」の活用 

         「千曲市認知症支え愛ガイド」を活用し、認知症に対する正しい知識の普及啓発に努めた。 
 

オ 認知症予防に係る普及啓発等の推進 

詳細は、第５「一般介護予防事業報告」（P７～P12）のとおり 
 
 

第４ 「指定介護予防支援事業」及び「介護予防ケアマネジメント事業」業務報告 

   地域包括支援センターにおいて要支援認定者及び予防支援高齢者が自立した生活を送り適 

切なサービスが利用できるよう、ケアマネジメントを実施した。 
資料：指定介護予防支援事業及び介護予防ケアマネジメント事業の実施状況（P17 別添３） 

：両事業の業務委託状況（P18 別添４） 
 
 

第５ 「一般介護予防事業」業務報告 

１ 介護予防把握事業 

本人や家族からの相談や総合相談支援等を通じて、何らかの支援が必要な高齢者を早期に把握

し介護予防事業等へつなげることを目指した。 
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(1) 令和７年度の把握等状況 

項  目 
令和 7年度 令和 6年度 

実人数（人） (計画値) 実人数（人） 

① 各種相談支援活動 177        

② 介護予防事業新規参加希望者 148      

③ その他 0      

計 325      250 392 
 

(2) 評価・考察 

     今後も本人・家族からの相談だけでなく、民生委員や医療機関、関係各課とも連携を図り、

支援が必要な人を早期に把握する。必要に応じて相談・訪問し、介護予防事業等の適切な場へ

の参加を促す支援を継続し、生活機能の低下防止等を図っていく。 
 
 

２ 介護予防普及啓発事業 

   高齢者が健康でいきいきとした生活が出来るよう、介護予防講座を実施した。 

(1) 介護予防講座 

ア  元気なつどい 

（ｱ） 開催状況 

ａ 会場及び開催時間：２会場、２講義、各 1.5 時間 

ｂ 開催回数    ： 延 24 回 

ｃ 個人負担金   ：１回 200 円 
 

(ｲ) 参加者延人数 1085 人 
     

(ｳ) 参加者内訳（実人数） 

                                   （単位：人） 

 令和 7年度 令和 

6 年度 年齢(歳) 女 性 男 性 総 数 計画値 

 ～69 12 1 13   

70～74 30 2 32 

75～79 62 2 64 

80～  36 3 39 

合 計 140 8 148 120 156 

 

(ｴ) 実施内容 

健康運動指導士等による軽運動（筋肉トレーニング・ストレッチ等） 

 

(ｵ) 評価・考察 

・「元気なつどい」に参加して柔軟性が「増した」「変わらない」と感じている人の割合 94.4％

（６年度 81.5%） 

・自宅で運動継続している人の割合 81.7％(6 年度 76.1%) 

・「元気なつどい」以外で運動教室やサークル等への参加の機会がある人の割合 64.8％ 

(６年度 60.9%) 

 

・この教室では、自宅での運動の継続について繰り返し指導している。参加者へのアンケー 

トから、運動継続の理解ができ、実践するという結果が得られている。今後も引き続き教室の

周知をし、多くの人が参加できるようにしていく。 
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イ  男性のための運動教室（いきいき男塾） 

（ｱ） 開催状況 

ａ 開催日時：令和７年 12 月 12 日、令和８年１月 16 日、２月 13 日 

13:30～15：00 

ｂ 個人負担金：200 円 
 
(ｲ) 参加者 実人数 15 人  延人数 37 人 

 
(ｳ) 実施内容 

①糖質の新常識 

②肩痛について 

③腰痛について 

 

(2) 普及啓発講座 

ア 介護保険制度説明会  

(ｱ) 開催延回数 ：３回 

(ｲ) 参加延人数 ：78 人 

(ｳ) 実施内容   ：介護予防に関する講義 

 

３ 地域介護予防活動組織の支援 

地域のいきいきサロンや介護予防講座等で、高齢者の健康づくりと介護予防の啓発、健康学習や、

高齢者自身がボランティア等になる人材育成を行った。 

また、社会福祉協議会が交付する「ふれあい活動補助金」に対し補助金を交付し、いきいきサロン

の活動に対する支援を行った。 
 

(1) 概要・担当講師 

ア 啓発、健康学習 

ａ)転倒予防（介護予防健康づくり応援団が担当）、ｂ)認知症予防、ｃ)フレイル予防、ｄ)私が望

む人生の最終段階の迎え方、ｅ)介護保険サービス利用までの流れ（ｂ～ｅは基幹地域包括支援セ

ンターが担当）、ｆ)介護予防と社会参加（高齢者係が担当）、ｇ)口腔ケア（健康推進課歯科衛生士

が担当）、ｈ)うつと自殺予防（健康推進課保健師が担当）、ｉ)成年後見制度（社協成年後見支援セ

ンターが担当）、ｊ)健康チェック（明治安田生命と基幹地域包括支援センターが担当） 

イ 人材育成支援 

介護予防健康づくり応援団 

 

(2) 実施状況 

ア 参加延人数                    （単位：人） 

令和 7年度 令和 7年度(計画値) 令和 6年度 

1,655 750 1,603 

 

(3) 令和７年度の内訳 

ア いきいきサロン 

内    容 実施回数(回) 実施人数(人) 

転倒予防 4 66 

認知症予防 7 119 

フレイル予防 4 61 

私が望む人生の最終段階の迎え方 3 59 

介護保険サービス利用までの流れ 5 65 
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口腔ケア 2 27 

うつと自殺予防 3 44 

成年後見制度 1 12 

健康チェック 8 113 

計 37 566 

 

イ 介護予防健康づくり応援団の活動 

（ｱ）体操教室・サロンでの講座 等    33 回・延 987 人 

(ｲ) 支援研修（元気なつどい）等     24 回・延 143 人 
 

ウ いきいきサロン活動支援補助金実施状況 

 
 
 
 
 

(4) 評価・考察 

千曲市健康寿命延伸体操（あん姫いきいき体操）を実施し、介護予防の普及啓発に努めた。 

今後も引き続き応援団の活動が地域の社会資源となっていくよう、継続した支援を行っていく。 

またコロナ禍で休止していたサロンの多くが再開し、参加者数も増加してきている。引き続き

サロン活動に対して支援を行っていく。 

 

４ 地域リハビリテーション活動支援事業 
  リハビリ専門職（理学療法士等）による運動器の機能向上への助言・指導により、身体機能維持と

生活機能の維持又は向上を図った。 

 

(1) 膝腰サポート塾・膝腰サポート（元気）塾復習講座 

ア 目 的 

膝や腰の仕組みを理解した上で、膝や腰の筋力をつけ、膝痛・腰痛の予防・軽減を図る。 

イ 参加状況                          

（単位：人） 

 

 

 

 

ウ 実施内容 

(ｱ) 膝腰サポート塾（新規参加者対象） 

ａ 開催状況 

(a) 会場及び開催時間：２会場、各 1.5 時間 

(b) 開催回数：延 24 回 

(c) 個人負担金：1 回 300 円 

ｂ 参加状況 

(a) 参加者内訳                      （単位：人） 

年齢(歳) 女 性 男 性 総 数 

～69 2 2 4 

70～74 8 4 12 

75～79 15 0 15 

80～ 6 1 7 

合 計 31 7 38 

(b)参加延人数 367 人 

サロン数 参加者数 補助金額 

81 ヶ所 12,790 人 1,279,000 円 

令和 7 年度 令和 7年度(計画値) 令和 6 年度 

サポート塾 38 
100 133 

復習講座 90 
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ｃ 実施内容  

膝や腰の仕組みについての講義及び膝・腰周囲の筋力向上のための運動とともに、参加 

者個人の状況に沿い、家庭でも実践できる内容としている。 

指導者は理学療法士（社会医療法人大西会 千曲中央病院へ委託） 
 

ｄ 評価・考察 （カッコ内は令和６年度の状況）  

(a) 主観的評価 

 （35 人実施）      

全 体 
改善者の 

割合 

維持者の 

割合 

非改善者の 

割合 

痛みの状況 57.1％(80.0％) 34.3％(16.7％) 8.6％(3.3％) 

動作の状況 45.7％(56.7％) 48.6％(33.3％) 5.7％(10.0％) 

症状の状況 31.4％(33.3％) 65.7％(53.3％) 2.9％(13.3％) 

全体の改善度 77.1％(93.3％) 11.4％(0.0％) 11.4％(6.7％) 
 

(b) 客観的評価 

    講座初回並びに 11回目開催時に、歩行及びバランス能力の評価を実施  

（33 人実施） 

 改善者 維持者 非改善者 

人数 割合 人数 割合 人数 割合 

ロコモ該当数 
13 39.4％ 18 54.5％ 2 6.1％ 

バランス 

(注 1) 
18 54.5％ 14 42.4％ 1 3.0％ 

下肢筋力 

（注 2） 
6 18.2％ 27 81.8％ 0 0.0％ 

         注 1：測定は、「開眼片脚立位」方法による 

         注 2：測定は、「片脚立ち上がりテスト」による 
 

(c) 身体の仕組みの理解、運動習慣について 

（35 人実施） 

 
できた まあまあできた できなかった 回答なし 

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 

身体の仕組

みの理解 
16 45.7％ 19 54.3％ 0 0.0% 0 0.0% 

運動習慣 13 37.1％ 22 62.9％ 0 0.0％  

・12 回の講座の実施前後の主観的な「痛み・動作・身体の状況」について、８割以上の者に

「維持・改善」が認められた。また、客観的評価の指標についても「維持・改善」が９割を

超え、これまでと同様、３ヶ月間での運動による効果は十分得られたと考える。 

・サポート塾修了後は引き続き復習講座に参加できるように随時復習講座に参加可能にし、ま

た開催回数を増やして参加者の継続的な運動支援を行うことができた。 

(ｲ)膝腰サポート(元気)塾復習講座 

ａ 目 的 

膝腰サポート(元気)塾への参加を契機に、講座修了後も効果的な運動を継続実施できるよう

支援する。 

ｂ 開催状況 

(a) 会場及び開催時間：２会場で各２回開催、各 1.5 時間 

(b) 開催回数    ：延 48 回  

(b) 個人負担金   ：1 回 300 円 

Ｃ 参加状況 

(a) 実人数  90 人 

(b) 延べ人数 1101 人 
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５ 「あん姫いきいき体操」の普及啓発 
（1）目的 

高齢者の運動機能低下防止や高齢者同士又は多世代の交流により、市民の健康寿命を延伸し、

高齢になっても自立した生活につながるよう介護予防を推進していくために実施。 
  

（2）実施内容 

 「千曲市健康寿命延伸体操 あん姫いきいき体操」の市民への普及啓発を行った。普及啓発に

あたり、介護予防・健康づくり応援団の協力を得た。 
 

ア DVD の無料貸し出し 

イ ホームページへの掲載 

ウ 千曲市役所公式 YouTube チャンネルでの動画配信 

エ 介護予防教室、いきいきサロン、出前講座などでの指導 
 

第６ 「老人福祉法に関わる事業」業務報告  

１ 養護老人ホーム入所措置 

   環境的及び経済的理由で居宅での生活が困難な高齢者について、その有する能力に応じて日常生

活を営めるよう支援を受けるため、養護老人ホームへの入所措置（委託）を実施。 

 

(1) 入所措置（委託）先                           （単位:人） 

施設名（所在市町村） 
入所（委託）者数 

備 考 
７年度末 ６年度末 

普携寺香風園（千曲市） 24 24 (社福)千聖会 

はにしな寮（坂城町） 31 34 長野広域連合 

松寿荘（長野市） 10 9 長野広域連合 

尚和寮（長野市） 1 2 (社福)長野市社会事業協会 

光の園（下條村） 1 1 (社福)萱垣会 ※盲老人ホーム 

寿楽園（須坂市） 3 3 （社福）睦会 

合  計 70 人 73 人  

 

(2) 入所措置（委託）開始及び措置廃止件数                  （単位：件） 

 令和７年度 令和６年度 

入所措置廃止件数 13 9 

入所措置開始件数 10 7 

 



１　総相談件数
基 幹

（高齢福祉課）
更埴川東 戸倉上山田 合　計 前年度末時点

相談支援延件数 6,007 3,914 5,623 15,544 14,126
相談支援者実数 2,075 705 922 3,702 3,730

基 幹
（高齢福祉課）

更埴川東 戸倉上山田 合　計 前年度末時点

介護問題 39 377 363 779 717
介護機器 63 231 419 713 648
介護保険利用等相談 2,873 1,302 1,968 6,143 6,189
予防プラン・ケアマネジメント 1,503 1,336 1,186 4,025 3,544
居宅介護支援 117 197 222 536 460
施設入所 464 234 353 1,051 939
在宅福祉サービス 40 63 145 248 202
家族関係 177 294 766 1,237 675
生活住宅 517 891 1,581 2,989 1,970
経済問題 99 275 705 1,079 475
医療・疾病 465 772 1,591 2,828 2,005
保健サービス 1 3 1 5 6
認知症 240 323 481 1,044 979
権利擁護 198 285 139 622 446
虐待防止 95 146 171 412 211
一般介護予防事業 320 5 1 326 397
地域支援事業（一般介護予防事業外） 1 4 3 8 23
新型コロナウイルス感染症 0 0 0 0 12
その他 4 4 16 24 46

合　　計 7,216 6,742 10,111 24,069 19,944

３　相談支援方法別延件数

基 幹
（高齢福祉課）

更埴川東 戸倉上山田 合　計 前年度末時点

電話 2,932 2,079 3,271 8,282 7,670
来所 1,769 398 724 2,891 2,971
訪問 1,112 1,384 1,608 4,104 3,278
ＦＡＸ 51 7 15 73 23
メール等 38 21 2 61 55
その他 105 25 3 133 129

合　　計 6,007 3,914 5,623 15,544 14,126

基 幹
（高齢福祉課）

更埴川東 戸倉上山田 合　計 前年度末時点

家族 1,729 1,035 1,238 4,002 3,929
本人 1,656 1,159 1,493 4,308 3,531
関係機関 2,471 1,629 2,709 6,809 6,294
協力員 69 62 70 201 212
その他 82 29 113 224 160

合　　計 6,007 3,914 5,623 15,544 14,126

２　相談支援内容別延件数

４　相談者区分別延数

令和7年度　相談支援事業の実施状況
別添1
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令和７年度 地域ケア会議の実施状況について  

名称 令和７年度開催状況・内容 構 成 員 今後の課題等 

個別地域

ケア会議 

（認知症

初期集中

支援チー

ム員会議

含む） 

○個別地域ケア会議 
・基幹包括：会議 ７回 
 個別課題解決 
 地域課題解決 
 連絡調整 
 地域づくり資源開発機能 
 
・更埴川東：会議 ８回 
・戸上包括：会議 ８回 
 個別課題解決 
地域課題解決 

 連絡調整 
 
○認知症初期集中支援チーム員会議 
・更埴地域   ：２回 
・戸倉上山田地域：２回 
・精神疾患（疑）対応チーム：３回 

・本人、家族、知人 
・民生児童委員、区長、近隣住民 
・担当介護支援専門員 
・介護サービス事業所 
・医療機関関係者（医師、看護師、
MSW） 
・本人の後見人 
・社会福祉協議会（日常生活自立支
援事業、成年後見支援センター、市
生活就労支援センター（まいさぽ）
各担当者等） 
・福祉、介護、障害相談支援各担当
者 
・地域包括支援センター３職種 

・高齢者個人の支援の充実はもとより、地域がもつ高齢者
の生活を支援していく力を引き出せるよう、地域の課題を
把握していく。また把握した地域課題を地域ケア推進会議
等で共有し、地域資源の開発をすすめるとともに、生活支
援体制整備事業との連携を図っていく。 
 
・認知症初期集中支援チームの周知・啓発を行い、対象者
の把握をし、早期診断、適切な医療、介護サービスにつな
げていく。 
・チーム員会議を定期的に行い、経過を報告・相談しなが
ら支援を進めていく。 

介護予防

のための

個別地域

ケア会議 

・会議 ４回 
・要介護者、要支援者のケアプランを多
職種で検討を行い、介護予防や自立支援
につなげるとともに、介護支援専門員の
自立支援に資するケアマネジメントの
実践力を高める。 
・地域課題発見や資源開発等の提案につ
なげる。 

・地域包括支援センター、居宅介護
支援事業所の介護支援専門員 
・リハビリ職 
・歯科衛生士・薬剤師・管理栄養士 
・介護保険係職員・各包括の３職種 
・生活支援コーディネーター 
・介護保険サービス事業所職員 
 

・住み慣れた地域でその人らしく生活することに着目し、
望む暮らしの実現のためにはどのような支援や資源等が考
えられるのか、地域で働く専門職の参加を増やし、事例検
討をとおして地域課題の共有、専門職同士の知識や技術の
共有、地域のネットワーク作りを更に勧めていく。 
・今後も介護支援専門員が自立支援の視点を持ったケアマ
ネジメントが行えるよう支援を行う 

地域ケア

推進会議 

・会議 ２回 
１回目は『健康寿命を伸ばし、自立した
暮らしを千曲市で実現するために』と題
し実施。千曲市の現状と今後を共有、長
野県立大の新井先生による自立支援・重
度化防止の講演後、多職種にて検討を行
った。２回目は１回目を踏まえ、自立支
援型の事例検討を多職種で実施した。 

・地域包括支援センター、居宅介護
支援事業所の介護支援専門員 
・リハビリ職 
・歯科衛生士・薬剤師・管理栄養士 
・介護保険係職員・各包括の３職種 
・生活支援コーディネーター 
・介護保険サービス事業所職員 
・関係部署職員 

・上記個別地域ケア会議で浮き彫りになった課題を解決す
るため、部課横断、さらに関係者を集って協議していく。 
・ケアマネ支援という視点をもち、生活支援体制整備事業
と連携し、横のつながりを構築していく。 
・地域全体、または部課を横断した施策実現への展開方法
が課題である。 
・サービス・活動Ｃの実施に向けて検討を行う。 

別
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総合相談

支援会議 

・会議 12 回 
・相談事例の検討及び虐待相談について
虐待可否及び虐待内容判断 
・事例に対しての包括としての支援方針
の確認 
・検討内容は、虐待、権利擁護、支援困
難ケース等が中心 
 

・各包括の３職種 
・障がい者基幹相談センター職員 
 

・生活状況が多様化している中で、様々な職種の視点から
課題分析を行うとともに、専門職等が連携して在宅生活の
限界点を上げる支援を進めていく。 
・支援困難ケースの検討から、地域課題の把握や必要と思
われる資源開発等の提案を進めていく。 
 

ケアマネ

ジメント

研究会 

・会議 ８回 

・情報交換、研修、事例検討、その他 

・指定居宅介護支援事業所等の介護

支援専門員 

・各包括の主任介護支援専門員、介

護支援専門員 等 

・介護支援専門員の資質やケアマネジメント実践力の向上、

介護支援専門員同士のネットワーク構築。 

・自立支援、重症化予防の実践。 

・日頃の業務や事例等の検討を通じて、支援における課題

の把握に努め会議参加者で共有するとともに、地域や専門

職を含めた多職種連携や協働の視点をもったケアマネジメ

ントを実施できるような取組みを進めていく。 

 

 

千曲市在

宅医療・

介護連携

推進委員

会 

・会議 ２回 

・在宅医療・介護連携相談窓口の設置・

運営 

・多職種連携研修会 １回 

・ACPに関わる啓発用資料及び書式の作成 

 

・医師、歯科医師、薬剤師の各団体

の代表者 

・介護保険事業者及び同事業者団体

（介護支援専門員、通所・訪問介護、

訪問看護、定期巡回・随時対応型訪

問介護）の代表者 

・社会福祉協議会、行政機関、包括 

・在宅医療と介護連携の課題に対して取り組みや検討を進

めていく。 

・在宅医療と介護の連携を支援する相談窓口における相談

内容や運営状況を踏まえ、連携に関する課題に対しての検

討を行っていく。 

・この取組みを通じて、在宅医療と介護の切れ目のない体

制づくり、普及啓発、医療と介護等従事者の顔の見える関

係づくりを継続的に図っていく。  
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地域包括

支援セン

ター全体

会 

・会議 ２回 

・地域包括支援センターの事業実施方針

や計画等の協議、業務実施に際しての課

題等の検討 

・地域包括支援センターの機能強化の取

組み、地域包括ケアシステム構築の推進

及び介護予防・日常生活支援総合事業の

実施状況と課題等の検討 

・各包括の３職種 ・会議での検討を通じて、包括間の情報共有及び連携強化

を図っていく。 

・地域包括支援センターの機能強化や地域包括ケアシステ

ム構築へ向けた取り組みを、市の現状（高齢者人口・高齢

化率 等）を踏まえながら検討していく。 

地域見守

りネット

ワーク 

部会 

 

 

・会議 ２回 

・情報交換  

・高齢者の生活の見守り支援者（民生児

童委員、病院の相談員等）や介護支援専

門員に向けて、市、社協等のサービスを

まとめた「高齢者地域見守り便利帳」の

更新と配布 

 

 

・各包括の３職種 

・社会福祉協議会 

・市高齢者係 

・生活支援コーディネーター 

・日常の相談支援等の中から、高齢者の見守り等の取組み

方策を継続して検討していく。 

・「高齢者地域見守り便利帳」の更新。 

千曲市虐

待防止ネ

ットワー

ク会議 

高齢者虐

待対策部

会 

・会議 ２回 

・事例検討、関係機関との連携構築と情

報の共有等 

 

・社会福祉協議会 

・介護保険事業者 

・人権擁護委員 

・弁護士、司法書士 

・保健福祉事務所、警察署、消防本

部 

・千曲市成年後見支援センター 

・市消費生活センター、市保護係、

市高齢者係、各包括の社会福祉士 

 

 

・高齢者の生活を支援する視点をもち、「権利擁護・虐待防

止・孤立死防止」を目的に、高齢者支援ネットワークの構

築に努めていく。 

・部会での事例検討等を参考に、現場での対応に活かして

いく。 

 



令和7年度

指定介護予防支援事業及び介護予防ケアマネジメント事業の実施状況

6年度
R7年
4月

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 7年度

指定 331 62 59 63 69 65 63 62 66 64 70 68 69 780

予防 363 34 31 29 29 27 29 27 31 32 32 30 27 358

指定 327 29 29 38 31 29 30 31 31 38 36 37 36 395

予防 220 16 16 18 18 16 16 17 16 16 16 16 19 200

指定 658 91 88 101 100 94 93 93 97 102 106 105 105 1,175

予防 583 50 47 47 47 43 45 44 47 48 48 46 46 558

指定 802 95 91 89 88 86 90 87 90 93 94 98 96 1,097

予防 898 103 100 100 97 94 100 101 97 92 89 89 87 1,149

指定 1,106 73 71 71 75 76 80 77 77 78 72 72 72 894

予防 620 27 29 26 24 25 24 23 26 24 25 26 30 309

指定 1,908 168 162 160 163 162 170 164 167 171 166 170 168 1,991

予防 1,518 130 129 126 118 119 124 124 123 116 114 115 117 1,458

指定 925 85 89 89 87 88 87 87 95 97 92 89 89 1,074

予防 1,113 93 94 94 93 91 94 98 95 96 93 98 103 1,142

指定 695 58 61 63 61 60 62 59 58 57 59 57 58 713

予防 428 28 29 29 28 27 29 28 27 27 27 26 26 331

指定 1,620 143 150 152 148 148 149 146 153 154 151 146 147 1,787

予防 1,541 121 123 123 121 118 123 126 122 123 120 124 129 1,473

指定 4,186 402 400 413 411 404 412 403 417 427 423 421 420 4,953

予防 3,642 301 299 296 286 280 292 294 292 287 282 285 292 3,489

※指定：指定介護予防支援事業（各月の審査数）

※予防：介護予防ケアマネジメント事業（各月の審査または実施数）

更
埴
川
東
包
括

直営

委託

合計（ウ）

合
計

（ア）＋（イ）＋（ウ）

戸
上
包
括

直営

1
7

委託

合計（イ）

（単位：件）

区分

基
幹
包
括

直営

委託

合計（ア）

別
添
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令和7年度　指定介護予防支援事業及び介護予防ケアマネジメント事業の業務委託状況
「0」：契約有　「斜線」：契約なし

いせや薬局 （株）伊勢屋薬局 34 4 12 50

居宅介護支援事業所
杏寿荘 4 2 12 18

居宅介護支援事業所
森の里 1 1 20 22

千曲市社会福祉協議会
居宅介護支援事業所

千曲市社会福祉協議会 5 18 12 35

サクラケア千曲店 メディカルケア（株） 2 17 33 52

社会福祉法人千寿会
居宅介護支援事業所

（福）千寿会 10 10

ちくま居宅介護支援事業所（福）ジェイエー長野会 5 28 10 43

居宅介護支援事業所
ハートケア上山田　※1

長野寿光会 1 6 1 8

ニチイケアセンター聖 （株）ニチイ学館 8 9 4 21

コープながの福祉セン
ター

生活協同組合コープながの 2 2

アップルハウス アート企画（株） 1 1

介護支援センターはやしや（合）はやしや 11 2 13

こばやし介護相談室 （合）小林介護 2 2 4

居宅介護支援事業所
屋代の華

（株）リハビリ介護研究所 0

居宅介護支援事業所
あっといーずホーム

（有）アットイーズ 5 1 6

エフビー居宅介護支援
事業所千曲

エフビー介護サービス（株） 2 24 6 32

ささえ愛居宅介護支援
事業所

（特非）ささえ愛 3 14 5 22

居宅介護支援事業所
むすびの森（長野市）

（株）シナノキの杜 1 1

作成委託者数合計 67 151 122 340

委託契約事業所数 11 14 15

年間委託者実数

※1　更埴川東地域包括支援センターとハートケア上山田との契約は令和7年12月1日～令和8年3月31日まで
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契約事業所名 契約事業者 委託期間
合
計基幹包括

戸倉上山
田包括

更埴川東
包括

（福）大志会

合計

令和７年
４月１日

～
令和８年
3月31日

別添 4別添 4



　＜歳入＞ (単位：円）

当初予算額 決 算 額

54,178,000 41,487,000

1,402,677,000 1,396,868,862

　＜歳出＞ (単位：円）

当初予算額 決　算　額

介護予防ケアマネ
ジメント事業

24,495,000 16,565,799

一般介護予防事業 4,139,000 2,729,860

総合相談支援
事業

60,496,000 58,059,192

権利擁護事業 73,000 30,000

包括的・継続的ｹｱ
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ事業

125,000 5,000

在宅医療・介護連
携推進事業

1,371,000 786,510

認知症総合支援事
業

998,000 584,624

家族介護支援
事業

9,000 8,311

成年後見制度利用
支援事業

535,000 353,069

認知症サポーター
等養成事業

179,000 26,290

92,420,000 79,148,655

＊千曲市介護保険特別会計内「地域支援事業」からセンター業務部分を抜粋

19

介護予防・
日常生活支援
総合事業費

会計年度任用職員人件費、ケアマネジメント委託料、ケアマ
ネジメントシステム保守点検委託料など

介護予防事業講師謝礼、膝腰サポート塾委託料など

包
括
的
支
援
事
業
費

更埴川東・戸倉上山田地域包括支援センター業務委託
料など

研修会開催負担金

地域ケア会議助言者謝礼など

印刷製本費など

認知症初期集中支援チーム委員報酬など

任
意
事
業

認知症広報・啓発活動事業委託料など

成年後見等市長申立手数料

事業実施のための消耗品

合　計

項　目 　内　　　　容

県　支　出　金 42,529,000 34,586,158

繰　入　金 42,529,000 36,382,958 市一般会計から繰入

諸　収　入 201,000 224,400 介護予防普及啓発事業参加料

合　計

支払基金交付金 第２号被保険者保険料から

協議事項　２

   令和7年度　千曲市地域包括支援センター(高齢者相談センター)業務に関わる決算(見込)について

１ 介護保険法　地域支援事業に関わる決算（見込）

項　目 　内　　　　容

保  険  料 1,173,175,000 1,201,785,964 第１号被保険者保険料

国　庫　支　出　金 90,065,000 82,402,382



　＜歳入＞ (単位：円）
当初予算額 決　算　額

2,923,000 3,566,180

2,923,000 3,566,180

　＜歳出＞ (単位：円）
当初予算額 決　算　額

2,923,000 3,131,754

2,923,000 3,131,754

＊千曲市一般会計(見込）から当該事業部分を抜粋

　＜歳入＞ (単位：円）
当初予算額 決　算　額

7,304,000 6,736,000

　＜歳出＞ (単位：円）
当初予算額 決　算　額

7,304,000 6,736,000

7,304,000 6,736,000

＊千曲市社会福祉協議会一般会計から当該事業部分を抜粋

　＜歳入＞ (単位：円）
当初予算額 決　算　額

7,448,000 9,452,000

　＜歳出＞ (単位：円）
当初予算額 決　算　額

7,448,000 9,452,000

7,448,000 9,452,000

＊千曲市社会福祉協議会一般会計から当該事業部分を抜粋

合　計

項　目

 (3)　戸倉上山田地域包括支援センター

項　目 内　　　　容

内　　　　容

指定居宅介護支援事業
費

職員人件費、介護予防プラン作成委託
料、介護支援システム使用料など

合　計

項　目 内　　　　容

指定居宅介護支援事業
費

職員人件費、介護予防プラン作成委託
料、介護支援システム使用料など

合　計

9,452,000 介護予防給付費（予防プラン作成料）諸　収　入 7,448,000

合　計

 (2)　更埴川東地域包括支援センター

項　目 内　　　　容

諸　収　入 7,304,000

20

２ 介護保険法　指定介護予防支援事業費に関わる決算(見込）

 (1)　基幹地域包括支援センター

項　目 内　　　　容

合　計

6,736,000 介護予防給付費（予防プラン作成料）

諸　収　入 介護予防給付費（予防プラン作成料）

合　計

項　目 内　　　　容

指定居宅介護支援
事業費

会計年度任用職員人件費、介護予防プラン作
成委託料、介護支援システム保守点検委託料
など



　＜歳入＞ (単位：円）
当初予算額 決　算　額

7,535,000 8,233,000

　＜歳出＞ (単位：円）
当初予算額 決　算　額

7,535,000 8,233,000

7,535,000 8,233,000

＊千曲市社会福祉協議会一般会計から当該事業部分を抜粋

　＜歳入＞ (単位：円）
当初予算額 決　算　額

7,147,000 6,301,000

　＜歳出＞ (単位：円）
当初予算額 決　算　額

7,147,000 6,301,000

7,147,000 6,301,000

＊千曲市社会福祉協議会一般会計から当該事業部分を抜粋
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 (1)　更埴川東地域包括支援センター

＊　基幹地域包括支援センターにおける介護予防ケアマネジメント事業費は、「１介護保険法
地域支援事業に関わる決算（見込）」に含まれる。

職員人件費、ケアマネジメント実施委託
料、ケアマネジメントシステム使用料な
ど

合　計

介護予防ケアマネジメ
ント事業費

合　計

項　目 内　　　　容

内　　　　容

介護予防ケアマネジメ
ント事業費

職員人件費、ケアマネジメント実施委託
料、ケアマネジメントシステム使用料な
ど

介護予防ケアマネジメント事業委託料収
入

３　介護保険法　介護予防ケアマネジメント事業費に関わる決算(見込）

 (2)　戸倉上山田地域包括支援センター

項　目 内　　　　容

諸　収　入 7,147,000 6,301,000

諸　収　入 7,535,000

項　目 内　　　　容

合　計

8,233,000
介護予防ケアマネジメント事業委託料収
入

合　計

項　目
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令和８年度 千曲市地域包括支援センター(高齢者相談センター)事業実施方針 

 
１ 地域包括ケアシステムの構築（深化・推進）方針 

  多くの人は、要介護状態となっても、可能な限り住み慣れた地域や自宅での生活を続け、人

生最期のときまで自分らしく生きることを望んでいます。そのためには、医療・介護・介護予

防・住まい及び自立した日常生活の支援が包括的に確保される体制をさらに強化していく必要

があります。 

今後高齢化がより一層進む中で、地域包括ケアシステムは、地域共生社会（「支える側」と

「支えられる側」という従来の関係を超えて、人と人、人と社会がつながり、一人ひとりが生

きがいや役割を持ち、助け合いながら暮らしていくことのできる包摂的な社会）の中核的な基

盤となりうるものです。 

そのために、地域包括支援センターとして次項以降に記載する目的、視点を踏まえ、センタ

ー業務に取り組むことで、地域包括ケアシステムの構築（深化・推進）に努めるものとします。 

 

２ 千曲市地域包括支援センター（高齢者相談センター）事業実施方針策定の目的 

この方針は、第９期「しなのの里ゴールドプラン２１ 老人福祉計画・介護保険事業計画」

（以下「第９期計画」という。）の基本理念や基本目標を踏まえて、千曲市地域包括支援セン

ター（高齢者相談センター）（以下「センター」という。）が地域包括ケアシステムの構築（深

化・推進）のための中核的な機関としての機能を発揮できるよう、センターの運営上の基本的

な視点や事業推進の方針等を明確にするとともに、事業の円滑かつ効果的な実施を図ることを

目的として策定するものとします。 

※千曲市では、地域包括支援センターの事業内容を理解いただくために、「高齢者相談セン

ター」という名称を併せて記載しています。 

 

３ 事業実施上の基本的視点 

  (1) 公益性 

ア センターは、市の介護・福祉行政の一翼を担う「公益的な機関」として、公正で中立性

の高い事業運営を確保するものとします。 

    また、市は、センター設置の責任主体であることから、センターの設置目的を達成するた

めの体制整備等に努めるとともに、運営については、市とセンターは共通認識をもって、

協働して適正な実施に努めるものとします。 

イ 高齢者やその家族の身近な窓口として、併せて、事業への理解と協力を得るため、市の

広報やホームページ、介護サービス情報公表システム等多様な媒体を用いてセンターの事

業や運営状況等について地域住民及び関係者に積極的に周知を行い、センターの円滑な利

用につなげていくものとします。 

 

  (2) 地域性 

   ア 当市は、５つの日常生活圏域が設定されており、このうち、更埴川東圏域及び埴生圏域

は委託型の千曲市更埴川東地域包括支援センターが、戸倉圏域及び上山田圏域は同じく委託

型の千曲市戸倉上山田地域包括支援センター（同左２センターを、以下「委託型センター」

 
協議事項 3 
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という。）が、更埴川西圏域(委託型センターへの支援や連携調整等の業務を含む。)は直営

型かつ基幹型（※）の千曲市基幹地域包括支援センター（以下「直営型センター」という。）

が包括的支援事業、第 1号介護予防支援事業及び指定介護予防支援事業を担当しています。 

 

 

 

 

イ 各センターは、地域の介護・福祉サービスの提供・利用体制を支える中核的な機関とし

て、適切かつ柔軟な事業運営を行うとともに、当該センターが担当する地域の高齢化率や

世帯状況等の特性、地域で展開されている介護保険を含めたサービス、住民同士や住民と

さまざまな団体とのつながりの状況等を踏まえながら、千曲市地域包括支援センター運営

協議会や地域ケア会議の場などを通じて、地域の住民や関係団体、サービス利用者や事業

者等の意見を幅広く汲み上げ日々の活動に反映させるものとします。 

ウ 65 歳以上高齢者人口が多い委託型センターは、主に総合相談支援業務、権利擁護業務及

び介護予防支援、第１号介護予防支援業務を重点的に取り組みます。 

 

(3) 協働性 

   ア センターの保健師、社会福祉士、主任介護支援専門員等の専門職が相互に情報を共有し、

第９期計画の基本理念や基本目標等を理解した上で、互いに連携をとりながら事業全体を

「チーム」として取り組むものとします。併せて、直営型センター及び委託型センターは

互いに協働し、関係機関とも連携を図り、センターの機能が発揮されるよう努めるものと

します。 

   イ 地域の保健・福祉、医療等の専門職やボランティア、民生児童委員等の関係者及び関係

機関と連携を図りながら活動するものとします。 

   ウ 高齢者に関わる相談のうち、ダブルケア（子育てと親族の介護が同時発生している状態）

や、いわゆる「8050 問題」「ヤングケアラー」等の複雑化・複合化したニーズが介在した

場合、市の関係部署や関係機関等と連携を図りながら対応するものとします。 

 
４ 事業の実施方針 

 (1) 基本的事項 

  ア 事業計画の策定 

センターは、本事業実施方針に沿って事業計画を策定し、地域の実情やニーズ等に応じ

た業務を実施していくものとします。 

イ 職員の姿勢 

(ｱ) センターの事業は、市内に居住する概ね 65 歳以上の高齢者及びその家族（以下「高

齢者等」という。）が住み慣れた環境で自分らしい生活を継続することが可能となるため

の支援であることを念頭に置き、常に当事者に最善の利益を図るために遂行するものと

します。 

(ｲ) センターの職員は、相談技能やケアマネジメント技能の向上等、事業の実施に必要な

知識、技能の習得を目的とした研修等に積極的に参加するとともに、学んだ内容を全職

員に伝達、共有することにより、センター全体のスキルアップに努めるものとします。 

※基幹型地域包括支援センターとは 

地域の中で基幹的な役割を担い、地域包括支援センター間の総合調整や介護予防のケアマネジ

メント及び地域ケア会議等の後方支援等の機能を有するセンターをいいます。 
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ウ 法令の遵守 

センターの運営等にあたっては、関係法令等の遵守を徹底します。 

エ 個人情報の保護 

センターでは、高齢者等の様々な情報を得ることになるため、センター職員は、センタ

ーが有する高齢者等の情報が、業務に関係の無い目的で使用されたり、不特定多数の者に

漏れることがない様、関係法令及び条例等を遵守し個人情報の保護及び管理には万全を期

するものとします。 

オ 苦情対応 

センターに関する苦情等については、その内容を記録し、迅速かつ適切に対応するもの

とします。 

カ 市（高齢福祉課）との連携方針 

各地域包括支援センターにおける事業の実施状況について、市の求めに応じ随時報告す

るとともに、事業実施を円滑にすすめるため必要に応じ、市と連携・協力するものとしま

す。 

 

(2) 総合相談支援業務 

高齢者等が、住み慣れた地域で安心してその人らしい生活を継続していくことができるよ

う、どのような支援が必要かを把握し、地域における適切なサービス、関係機関又は制度の

利用につなげる等の支援を行うものとします。 

  ア 初期段階での相談対応及び継続的・専門的な相談支援 

(ｱ) 住民の相談には懇切丁寧に対応するとともに、初期対応を適切に行い、課題を明確に

した上で、適切な機関・制度・サービス等につなげることとします。（ワンストップ対応

を図ります。） 

(ｲ) (ｱ)の対応により、継続的・専門的な関与又は緊急の対応が必要と判断した場合は、

より詳細な情報収集を行い、個別地域ケア会議等の実施を通じて個別の支援方針を策定

するものとします。 

  支援方針に基づき適切なサービスや制度につなぐとともに、定期的な状況把握や情報収

集を行い、支援方針の効果の有無を確認するものとします。  

イ 地域におけるネットワークの構築や実態把握 

(ｱ) 支援が必要な高齢者の早期の把握を進めるため、地域住民、民生児童委員をはじめと

する支援者及び関係機関等とのネットワークの構築を進めるものとします。 

(ｲ) 把握した課題やニーズから、介護予防や早期の支援対応等を展開していく取組みを行

うものとします。 

なお、委託型センターが、総合相談支援業務等の過程で一般介護予防事業の対象者と

すべき者を把握した場合は、適宜、直営型センターと連携を図ることとします。 

 

(3) 権利擁護業務 

高齢者等が、地域において尊厳のある生活を維持し、安心して生活ができるよう、権利擁

護の観点から支援が必要と判断した場合や、高齢者等に対する虐待の防止及びその早期発見

のための必要な支援を行うものとします。 
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  ア 成年後見制度の活用促進 

(ｱ) 成年後見制度に関し、市の中核を担う機関であり、法人後見受任を実施する千曲市社

協成年後見支援センターをはじめ、関係する機関・者と連携対応を図ることとします。 

(ｲ) 判断能力が不十分となり、親族がいない又は親族との関係が希薄な高齢者で、成年後

見制度の利用が必要と認めたときは、市長申立てを検討していくものとします。 

(ｳ) 成年後見制度の利用が必要な高齢者を発見し、必要な対応を図るとともに、適切な支

援を継続して提供できるよう、第三次千曲市地域福祉計画が掲げる「地域連携ネットワ

ーク」の一員としての取り組みを進めます。また、成年後見制度利用支援事業の対象者

の拡大について検討をしていきます。 

イ 老人福祉施設等への入所又は措置の支援 

ウ 高齢者に対する虐待の防止及び養護者の支援に関する対応 

高齢者虐待の事例を把握したときは、「高齢者虐待の防止、高齢者の擁護者に対する支

援等に関する法律」及び「千曲市高齢者虐待対応マニュアル」に基づき、速やかに当該高

齢者の状況を把握し、市並びにセンター及び関係機関等が連携を図り、適切な対応を図る

こととします。 

併せて、千曲市虐待防止ネットワーク会議高齢者虐待対策部会等の取組みを通じて、高

齢者虐待の予防に向けた連携対応を図るものとします。 

  エ 困難事例への対応 

オ 消費者被害の防止に関する対応 

    消費者被害から高齢者を守るために、民生児童委員や介護サービス事業者等の日頃か 

ら高齢者と接する機会の多い関係者や関係機関との連携に努めるものとします。また、 

消費生活センターや関係機関等と連携を図り、被害の未然防止に努めるとともに、問題 

の解決に向けた支援等を図るものとします。 

 

(4) 包括的・継続的ケアマネジメント支援業務 

高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けることができるよう、主治医、介護支援専門員、関

係機関等地域における多職種相互の協働等により連携するとともに、第１号介護予防支援事

業、指定介護予防支援事業及び介護給付におけるケアマネジメントとの相互連携を図ること

により、高齢者の個々の状況に応じた自立した生活の維持を図ることにつなげる支援実現の

ため、地域における連携・協働の体制づくりや個々の介護支援専門員に対する支援等を行う

ものとします。 

ア 包括的・継続的なケア体制の構築 

  イ 介護支援専門員に対する個別支援 

    支援困難事例を抱える介護支援専門員との相談及び助言を行うものとします。  

ウ 介護支援専門員のネットワークの構築・育成 

ケアマネジメント研究会等を通じて、支援困難事例等の検討や介護支援専門員への情報

提供と質の向上のための研修を実施することとします。 

 

(5) 住民や多職種などとの協働による支援ネットワークの構築 

地域包括ケアシステムの構築（深化・推進）に向け、住み慣れた地域で暮らし続けられる
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まちづくりや住民主体の助け・助け合い活動の推進のために、介護サービスに限らず、地域

の保健・福祉・医療サービスやボランティア活動、インフォーマルサービス等の様々な社会

資源が有機的に連携することができる環境整備を行い、住民や多職種などの協働による支援

ネットワークを構築できるよう支援を行うものとします。 

なお、下記イ、ウについては、委託型センターも参画し、直営型センター等と連携して

業務を進めていくこととします。 

ア 地域ケア会議の実践 

被保険者が地域生活を送る上にあたっての課題やニーズ等に応じた支援のために会議を

実施し、個別事例の支援のためのフィードバック（地域のケアマネジメントの向上）に併

せて、地域支援ネットワークの構築、地域生活の課題解決のため社会資源づくりの支援等

を図ることを通じて、被保険者の自立生活支援・重度化防止の支援方策とともに、地域の

介護支援専門員その他被保険者への支援に携わる者の支援体制の構築につなげるものとし

ます。 

なお、地域ケア会議を別に定める年間計画により実施していくこととします。 

イ 在宅医療・介護連携の推進 

千曲市在宅医療・介護連携推進委員会を中心に、医療と介護の連携体制の構築を推進し

ていくものとします。 

在宅医療に関する医療と介護の相談窓口の設置 

ウ 高齢者の生きがいと社会参加への方策検討 

生活支援サービス体制の整備に向けて、生活支援体制整備事業及びコーディネーター、

住民や多職種などとの協働による方策の検討をこれまで以上に進めていくこととします。

また、高齢者が外出しやすい環境づくりのため、庁内他部署との連携を進めていきます。 

 

(6) 認知症の方及びその家族への支援 

「共生社会の実現を推進するための認知症基本法」の目的である、認知症の人が尊厳を保

持しつつ希望を持って暮らすことができるよう、認知症の人を含めた国民一人一人がその個

性と能力を十分に発揮し、相互に人格と個性を尊重しつつ支え合いながら共生する活力ある

社会（＝共生社会）の実現を目指します。また、認知症の人やその家族を地域で支えるまち

づくりを継続的に進めるものとします。 

なお、委託型センターは必要に応じて以下の業務に参画し、直営型センター等と連携して

業務を進めていくこととします。 

ア 認知症理解の促進 

(ｱ) 認知症サポーター養成講座等の実施  

認知症の方やその家族に何ができるかを具体的に理解できるよう、内容などを工夫し

て開催するとともに、地域での見守りや支え合い等の活動につながることができるよう、

認知症サポーターが認知症について更に理解を深めていただけるような取組みも進めて

いくものとします。 

(ｲ) 認知症キャラバンメイトへの支援 

メイトの活動に資するよう、研修会を継続的に実施していきます。 

イ 認知症を共に考える体制づくり 



 

２７ 

 

(ｱ) 認知症の方やその家族への相談支援の実施 

(ｲ) 千曲市行方不明高齢者 SOS ネットワーク事業の推進と、支援ネットワークづくりの働

きかけ 

(ｳ) 成年後見制度の利用支援、権利擁護の推進 

(ｴ) 千曲市認知症支え愛ガイド（認知症ケアパス）の普及 

(ｵ) 認知症地域支援推進員の配置 

(ｶ) 認知症の人と家族の会、認知症カフェ等への協力・支援を通じた、認知症の人やその

家族・支援者及び関係機関等との連携構築の推進 

ウ 医療との連携  

 認知症初期集中支援チームを中心として、認知症が疑われる人の早期の把握、診断及

び介護サービス等への活用につなぐなど、必要なサービス等が利用できる、提供される

よう支援を推進していきます。 

 

(7) 指定介護予防支援事業及び第１号介護予防支援事業（以下、この項目において「指定介護

予防支援事業等」という。）の業務 

自立生活支援・重症化予防を基本として、介護保険によるサービスに併せてインフォーマル

のサービスも組み合わせていくことにより、できる限り自分の住まいで能力に応じ自立した日

常生活が送れるよう、「地域ケア会議」や「個別ケース検討会」等の実施も通じて「自立生活

支援型ケアマネジメント」を実践し、支援を図っていくこととします。 

なお、指定介護予防支援事業等については、「指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並

びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準（平成 18

年厚生労働省令第 37 号）」及び「介護予防・日常生活支援総合事業のガイドラインについて（平

成 27 年６月５日付け厚生労働省老健局長通知）」をはじめ関係法令を遵守し、介護保険におけ

る要支援者及び総合事業対象者の一人ひとりに必要なサービスが、公正・中立に提供されるよ

う努めるものとします。 

また、令和６年４月から居宅介護支援事業所が、市からの指定を受け指定介護予防支援事業

を実施できることとなり、介護予防サービス計画の作成等に関し必要に応じ、連携して対応し

ていきます。なお、センターから指定居宅介護支援事業所へ事業の一部を委託する場合は、引

き続き、委託先が特定の事業所に偏らないよう留意していきます。 

 

(8) 一般介護予防事業の業務 

   一般介護予防事業は、運動器機能低下症候群等の疾患の予防に加え、日常生活の活動を高

め、家庭や社会への参加を促し、それによって一人一人の生きがいや自己実現のための取組

みを支援し、生活の質の向上を目指していくことを目的として推進するものとします。 

   また、健康寿命延伸推進体操については、介護予防のみならず、高齢者同士や世代間の交

流のきっかけ、高齢者の社会参加を促す取組みにもつなげていくよう普及を推進していきま

す。 

ア 支援を必要とする人の把握と適切な対応 

(ｱ) 総合相談支援や第１号介護予防支援事業、指定介護予防支援事業の各業務と連携し、支

援が必要な人の把握に努めるものとします 



 

２８ 

 

イ 介護予防の普及・啓発及び介護予防教室等の推進 

(ｱ) 運動器機能向上や地域の高齢者同士の交流を図る 

元気なつどいの実施 

(ｲ) 口腔機能向上、引きこもり、認知症、生活習慣病予防等の訪問活動 

(ｳ) その他介護予防の普及・啓発の取組みの推進 

介護保険制度説明会や地域のサロン等において、具体的な知識や実践の普及を図るものと

します。 

    ウ 介護予防自主グループの育成・支援 

(ｱ) 介護予防健康づくり応援団の育成・支援 

(ｲ) 出前講座、老人会、いきいきサロン等の支援 

 ※千曲市社会福祉協議会と協力し、いきいきサロンの支援を推進します。 

(ｳ) 認知症キャラバンメイトの育成・支援 

エ 地域のリハビリテーション関係者による活動支援 

(ｱ) 住民への介護予防に関する技術的助言を含めた支援 

膝腰サポート塾や介護予防健康づくり応援団をはじめとする地域住民の介護予防への活動

に対し、助言等の支援を図っていくこととします。    

オ 実態把握・分析 

(ｱ) 一般介護予防事業等の評価とともに、要介護認定の原因疾患等の分析を通じて、必要な

施策や介護予防の普及啓発に活用していくものとします。 

  

５ センターの機能強化の取組みについて 

高齢者人口の増加、高齢化率の上昇に伴い、センターに寄せられる相談は多様化し、困難事

例も増えています。また、今後しばらくは、支援が必要となる高齢者人口が増えると予測され

ることから、対象となる高齢者人口が多い委託型センターの機能強化が必要である一方、人材

確保に苦慮している現状もあります。国から示される法令に沿って柔軟な職員配置を行い、困

難事例の対応・対処方法を共有しながら３地域包括支援センターが互いに支援し合うことで、

全体として相談支援体制等の充実を図ります。 

また、地域包括支援センターの事業につきましては、「地域包括支援センターの事業評価を通

じた機能強化についての調査」や「地域包括ケア体制の構築状況の見える化調査」、「高齢者等

実態調査」等により、適宜評価していきます。 



 

                                                             

令和8年度 千曲市地域ケア会議の実施計画について 

 

各会議の 

名称 
会議機能 開催計画 会議の主な目的 主たる構成員など（予定） 

個別地域

ケア会議 

( 認知症

初期集中

支援チー

ム員会議

を含む) 

○個別課題解決 

○ケアマネジメント支

援 

○地域包括支援ﾈｯﾄﾜｰｸ

構築 

○地域課題発見 

○地域づくり・資源開

発 

○月１回程度 

（各包括毎に開

催） 

その他、ｹｰｽに応

じて随時開催 

 

○会議の開催を通じて、高齢者個人やその

家族の支援や連携等の充実を図る。 

○地域住民や多様な職種の支援者からの

助言等を受けることを通じて、高齢者等の

支援とともに、地域の課題を把握すること

や地域がもつ生活を支援していく力を引

き出せることも意識しながら実施する。 

○本人、家族 

○民生児童委員、地域住民（区長・自治会長等も含む） 

○担当介護支援専門員 

○医療・介護、福祉、障害相談支援関係者 

○基幹・更埴川東・戸上各包括及び市関係職員 

○その他会議の実施にあたり主催者が必要とする者 

 
 

介護予防

のための

個別地域

ケア会議 

 

 

 

 

  

○個別課題解決 

○ケアマネジメント支

援 

○地域包括支援ﾈｯﾄﾜｰｸ

構築 

○地域課題発見 

○地域づくり・資源開

発 

○年３回(包括合

同で開催) 

 

○高齢者の生活状況が多様化している中

で、介護予防の視点を中心に多職種の助

言等を受け課題の明確化を図るとともに、

支援方策の提案により在宅生活の限界点

を上げる支援につなげていく。 

○会議の実施を通じて、地域課題の把握

や必要と思われる資源開発等の提案も併

せて進める。 

 

〇地域包括支援センター職員及び市関係職員 

○（主任）介護支援専門員  

〇管理栄養士 〇薬剤師 〇歯科衛生士 

〇看護師 〇リハビリ職（PT・OT・ST） 

○生活支援コーディネーター 

○医療・介護、福祉、障害相談支援関係者 

〇介護保険事業者連絡協議会協議会役員 

○会議の実施にあたり主催者が必要とする者 

地域ケア

推進会議 

〇地域課題解決 

○地域包括支援ﾈｯﾄﾜｰｸ

構築 

○地域づくり・資源開

発 

○随時（必要に応

じて開催） 

○介護予防のための地域ケア会議で抽出

された地域課題を更に多職種で検討し、地

域資源につなげていく。 

〇保健、医療、福祉等の関係者が連携し、

地域の課題について情報交換を行い、課

題解決に向けた話合いや政策立案を行う。 

〇地域包括支援センター職員及び市関係職員 

○（主任）介護支援専門員  

○生活支援コーディネーター 

○医療・介護、福祉、障害相談支援関係者 

○会議の実施にあたり主催者が必要とする者 
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各会議の 

名称 
会議機能 開催計画 会議の主な目的 主たる構成員など（予定） 

総合相談

支援会議 

 

○個別課題解決 

○ケアマネジメント支

援 

○地域包括支援ﾈｯﾄﾜｰｸ

構築 

○地域課題発見 

○地域づくり・資源開

発 

 

○定例会議：月１

回 

(包括合同で開

催) 

その他、ｹｰｽに応

じて随時開催 

○虐待、権利擁護、支援困難ｹｰｽ等の検討 

○虐待相談について、虐待可否及び虐待

内容判断 

○ｹｰｽに対しての包括（市）としての支援方

針並びに方策の検討及び確認 

○基幹・更埴川東・戸上各包括職員 

○市健康福祉部職員 

○その他会議の実施にあたり主催者が必要とする者 

ケアマネ

ジメント

研究会 

○ケアマネジャー（介護

保険事業者連絡協議

会）の資質向上 

 

○定例会議：年８

回 

(内１回は介護保

険事業者連絡協

議会及び、包括

支援センターと

の合同で開催)  

○情報交換・研修・事例検討等 

○介護支援専門員の資質やケアマネジメン

トの実践力の向上 

○自立支援・重症化予防の実践 

○研究会を通じて、支援に際しての課題の

把握に努め、参加者で共有するとともに、

地域や専門職を含めた協働の支援体制の

観点醸成を進める 

 

 

○居宅介護支援事業所等の介護支援専門員 

○基幹・更埴川東・戸上各包括職員 

○その他会議の実施にあたり主催者が必要とする者 

千曲市在

宅医療 ・

介護連携

推進委員

会 

○地域包括支援ﾈｯﾄﾜｰｸ

構築 

○地域課題発見 

○地域づくり・資源開

発 

○政策形成 

○会議：年２回程

度 

○研修会：年１回

程度 

○啓発事業：年１

回程度（講演会・

情報提供） 

 

 
 

○千曲市の在宅医療と介護資源の把握、

情報交換や意見交換による顔の見える関

係づくり。 

○千曲市の在宅医療推進にあたっての課

題の抽出と共有。 

○医療と介護従事者の円滑な連携のため

の協議と体制の構築。 

○医療と介護従事者の連携に関する窓口

の相談状況の共有と窓口運営の充実。 

 
 

○医師、歯科医師、薬剤師の各団体の代表者 

○介護保険事業者及び同事業者団体（ケアマネ、通所・

訪問介護、訪問看護、定期巡回・随時対応型訪問介

護等）の代表者 

○社会福祉協議会、保健福祉事務所 

○地域包括支援センター 

○その他会議の実施にあたり主催者が必要とする者 
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各会議の 

名称 
会議機能 開催計画 会議の主な目的 主たる構成員など（予定） 

地域包括

支援セン

ター全体

会 

○ケアマネジメント支

援 

○地域課題発見 

○地域づくり・資源開

発 

○政策形成 

○会議：年２回 

程度 

 

 

○地域包括支援センター事業実施方針の

確認並びにセンター自己評価の実施及び

評価結果に対しての検討 

○地域包括ケアシステムの推進、介護予

防・日常生活支援総合事業の実施状況並

びに課題等の検討 

○センター業務実施に際しての課題等の

検討 

 

 

 ○基幹・更埴・戸上各包括職員 

○その他会議の実施にあたり主催者が必要とする者 

地域見守

りネ ッ ト

ワーク 

部会 

 

○ケアマネジメント支

援 

○地域包括支援ﾈｯﾄﾜｰｸ

構築 

○地域課題発見 

○地域づくり・資源開

発 

○政策形成 

○会議：年1回程

度 

 

○市、社協等のサービスをまとめた「高齢

者地域見守り便利帳」の更新と配布 

○日常の相談支援や他専門部会から寄せ

られる生活上の困り事や要望等の内容を

整理し、地域課題として明確化する 

○地域課題の中から、高齢者の見守り等に

つながる取組み方策等の検討を行う。 

 

 

○基幹・更埴川東・戸上各包括職員 

○社会福祉協議会 

○市関係職員 

○その他会議の実施にあたり主催者が必要とする者 

 

千曲市虐

待防止ネ

ットワー

ク会議 

高齢者虐

待対策部

会 

○地域包括支援ﾈｯﾄﾜｰｸ

構築 

○地域課題発見 

○地域づくり・資源開

発 

○政策形成 

○会議：年２回程

度 

○社会福祉協議

会、地域包括支

援センターとの

共 催事業 の 実

施：年１回 

 

○「権利擁護・虐待防止・孤立死防止」を目

的に、事例検討、関係機関との連携構築と

情報の共有等のための研修等を実施し、高

齢者支援ネットワーク構築に努める。 

○成年後見制度の利用促進、権利擁護の

普及啓発等の目的とした研修会（共催事

業）の実施 

○民生児童委員 

○社会福祉協議会 

○介護保険事業者 

○人権擁護委員 

○弁護士、司法書士 

○保健福祉事務所、警察署、消防本部 

○市成年後見支援センター 

○市消費生活ｾﾝﾀｰ、市関係職員、基幹・更埴川東・戸上

各包括社会福祉士 

○その他会議の実施にあたり主催者が必要とする者 
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３２ 

 協議事項 ４ 

 

令和８年度 千曲市地域包括支援センター（高齢者相談センター）の業務計画に

ついて 

 

第１ センターの組織（令和８年４月１日現在） 

  ※基幹地域包括支援センターと２つの委託型地域包括支援センター 

１ 基幹地域包括支援センター（担当 更埴川西圏域） ※市直営 

 

  ２ 更埴川東地域包括支援センター（担当 更埴川東及び埴生圏域） 

（委託先 社会福祉法人千曲市社会福祉協議会） 

 

３ 戸倉上山田地域包括支援センター（担当 戸倉及び上山田地域） 

（委託先 社会福祉法人千曲市社会福祉協議会） 

 

第２ センター（地域支援事業他）の業務内容（体系図：P37 別添６） 

項  目 内  容 
委託 
包括 

介
護 
保
険
法 

地
域
支
援
事
業  
 

包括的 
支援 
事業 

総合相談支援業務 高齢者並びに家族等の総合的相談・支援等 

実施 権利擁護業務 虐待の防止や権利擁護の必要な方への支援等 

包括的･継続的 
ケアマネジメント 

支援業務 
介護支援専門員への相談支援等 

在宅医療・介護連
携推進事業 

地域の実情に即した在宅医療と介護を一体的に提
供するために、医療及び介護従事者の連携推進等 

協力 

認知症 
総合支援事業 

認知症の早期診断・早期対応に向けた支援体制の構
築及び認知症の方やその家族への支援体制の構築
と認知症ケアの向上を図る 

任意事業 
家族介護支援事業、成年後見制度利用支援事業、 
認知症サポーター等養成講座 

介護予防 
・日常生活
支援総合
事業 

一般介護予防事業 介護予防講座の実施や地域活動組織への支援等 

介護予防ケアマネ
ジメント事業 

要支援認定者及び予防支援高齢者の予防プラン作
成・支援 実施 

指定介護予防支援事業 要支援認定者の予防プラン作成・支援 

老 人 
福祉法 

養護老人ホーム等への入所措置 － 

高齢者
施 策 

行方不明高齢者 SOS ネットワーク事業（高齢者係とともに担当） 
千曲市成年後見制度普及啓発等推進事業、法人後見推進事業 

協力 

 

 

 

 



 

３３ 

第３ センター業務実施に際しての令和８年度重点取り組み項目 

 令和６年度（昨年度）のセンターの相談支援事業実績から、３つのセンターはバランスよく相

談支援業務を実施できたと自己評価しています。引き続き、委託型のセンターは担当圏域の各種

相談に応じ、基幹型センターは、担当圏域の対応をするとともに、必要に応じ委託型センターの

後方支援をしていきます。 

複合的な課題を有する相談が増えていることから、令和８年度においても引き続き３つのセン

ターが互いに連携しながら困難ケースの対応・対処方法を共有し、関係機関とのさらなる連携を

目指します。 

 

第４ 包括的支援事業                  ゴールドプランの数値 

  １ 総合相談支援業務          ※計画値：相談支援内容別延件数 24,500 件  

高齢者やその家族等から介護・健康・福祉・医療等に関する相談を受け、ニーズに応じて

一般介護予防事業をはじめ各種サービスや適切な機関・制度の利用につなげていきます。併

せて、医療・保健・福祉・介護等の多職種と連携し、住民も含めた地域ネットワークの構築

にも取り組んでいきます。 

(1) 基幹地域包括支援センター 

(2) 更埴川東地域包括支援センター 

(3) 戸倉上山田地域包括支援センター 
 

 ２ 地域ケア会議の開催                ※計画値：実施延件数 85 件  

高齢者が自立支援に向けて必要なサービス等を円滑に利用できるよう、高齢者やその家

族をはじめ関係者等が能力を出し合うとともに、互いに連携を深めていく場等として開催を

進めていきます。 

  ・会議の概要は、Ｐ29～31 別添５のとおり 
 

 ３ 権利擁護業務                 ※計画値：相談支援実件数 80 件  

   高齢者が尊厳をもって生活できるよう高齢者虐待の早期発見、並びに高齢者のみならず介

護者への支援も含めた対応を図っていくため、支援者も課題を共有するとともに支援のネッ

トワークを構築していきます。 

また、成年後見制度の紹介、消費者被害の対応や防止対応などの支援も図っていきます。 

    (1) 市虐待防止ネットワーク会議 高齢者虐待対策部会の開催 

(2) 地域での認知症の人を含めた高齢者の見守り、虐待の防止、孤立死の防止を目指し

たネットワーク等形成 

(3) 成年後見制度の活用促進、普及啓発等 

ア 成年後見制度利用支援事業          ※計画値：利用実人数 ４人 

認知症等により判断能力が不十分となり、かつ、身寄りのない高齢者の成年後見等

市長申立を行っていきます。 

 イ 成年後見制度の普及啓発等（委託で実施） 

       成年後見制度の利用相談や申立等の手続支援並びに制度の普及啓発等の事業を実

施していきます。 

令和４年４月から設置された「中核機関」の周知、利用啓発に努め、制度利用を希

望する人が、さらに相談がしやすいよう体制整備をすすめます。 

     ウ 法人後見推進事業（補助で実施） 

       判断能力の低下により成年後見制度の利用が必要な人のうち、経済的に困窮した

人等に対する制度利用の推進を図っていきます。（千曲市社会福祉協議会が実施する
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法人後見受任の取組み） 

 

 

 ４ 包括的・継続的マネジメント支援業務       ※計画値：相談支援延件数 630 件 

高齢者の個々の状況に応じた支援実現のため、主に介護支援専門員への支援を通じた連

携・協働の体制づくりの構築を引続き推進していきます。 

また、ケアマネジメント実施を通じての課題への支援体制づくり（介護予防のための地

域ケア会議の開催）も引続き行っていきます。 

(1) ケアマネジャーの研修（特に新人・単独事業所・主任介護支援専門員に重点をおく）

及びケアマネジメント研究会開催支援 

(2) 地域ケア会議や住民等への介護予防支援への助言 

   地域ケア会議や地域活動の場において、リハビリ専門職（理学療法士）等、多職種

の助言等を受けることを通じて、介護予防の取組みを総合的に支援 

(3) 高齢者の支援者（民生児童委員、介護支援専門員が所属する事業所等）向けに作成

した「高齢者見守り便利帳」の更新等 

(4) 自立した日常生活の維持につなげていくためのケアマネジメントの実践への支援    
 
 
 

５ 住民や多職種などの協働による支援ネットワークの構築  

 住み慣れた地域で暮らし続けられる地域づくりや住民主体の助け合い活動の推進を目指

し、地域包括支援センターは生活支援体制整備事業と協働していきます。その中で、地域の

保健・福祉・医療サービスやボランティア活動、インフォーマルサービス等の様々な社会資

源が有機的に連携することができる環境整備を行い、住民や多職種等の協働による支援ネッ

トワークづくりなど、地域包括ケアシステムの構築を推進するための支援を行っていきます。 

(1) 在宅医療・介護連携の推進       ※計画値：連携支援実相談件数 ５件 

医療関係職種や介護関係職種、行政機関等が協働しての連携体制の構築を推進してい

きます。（千曲市在宅医療・介護連携推進委員会） 

医療・介護関係者の連携を支援するための相談窓口において、医療・介護従事者から

の相談に対応していきます。 

(2) 認知症への総合支援の実施 

ア 認知症初期集中支援事業の啓発・実施等   ※計画値：相談支援実件数 10 件 

     認知症初期支援集中チームを配置し、認知症の早期診断・早期支援につなげていき

ます。 

イ 行方不明高齢者ＳＯＳネットワーク事業 

      行方不明となった高齢者の早期発見等につなげるため、予め登録いただいた事業所

へ情報を提供し、発見・保護等の協力を求めていきます。 

ウ 認知症の人を支える支援体制の推進 

エ 認知症ケア・理解の推進 

ａ 認知症地域支援推進員          ※計画値：配置人数 11 人程度 

認知症の人やその家族等の相談支援、認知症の人やその家族を支援する地域住

民を含めた関係者等の連携を図る取組み等を進めていくために、両地域包括支援

センターへ「認知症地域支援推進員」を配置（兼務）していきます。 

ｂ 認知症サポーター等養成事業     ※計画値：養成受講者延人数 400 人 

          認知症サポーター養成講座の開催支援や認知症キャラバンメイトへの支援の
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実施を通じて、認知症を理解し、認知症の人と家族を見守る認知症サポーターを

養成し、地域での見守り支援の推進を図っていきます。 

      そして、地域の各種団体及び学校等を中心に講座の開催を呼びかけていきます。 

ｃ 認知症カフェ（オレンジカフェ）や認知症の人と家族の会との連携 

    「認知症カフェ（オレンジカフェ）」や「認知症の人と家族の会」の取組みに協

力支援していきます 

ｄ 認知症高齢者見守り事業   

認知症について理解を深めていただき、認知症の方とその家族の支援につなげ

ていくために、市民向けの講座等を実施していきます。（認知症の人と家族の会

千曲支部との共催事業） 

 

第５ 指定介護予防支援事業及び介護予防ケアマネジメント事業 

  要支援認定者及び予防支援高齢者へのケアマネジメント（予防プラン作成等）の実施を通じ

て、自立生活支援・重症化予防を基本に、できる限り自分の住まいで能力に応じ自立した日常

生活が送れるよう支援を実施していきます。 

  ・令和８年４月１日現在、基幹・更埴川東・戸倉上山田地域包括支援センターから指定居宅

介護支援事業者への指定介護予防支援事業及び介護予防ケアマネジメント事業の業務委託

状況： P38  別添 7のとおり 

 

第６ 一般介護予防事業 

  １ 介護予防把握事業                 ※計画値：把握延人数 300 人 

  総合相談支援業務や地域住民等の情報から支援が必要な高齢者を早期に把握し介護予

防事業等へつなげていきます。 
  

２ 介護予防普及啓発事業 

いきいきサロン・一般介護予防事業等において、栄養・運動・口腔機能等の介護予防知

識や千曲市健康寿命延伸体操「あん姫いきいき体操」の普及に努めていきます。 

介護保険制度説明会や老人会等高齢者の集う機会を利用し、介護予防に資する基本的な

知識や在宅医療・歯科医療制度等の普及啓発、介護予防講座等を実施していきます。 

また、身近に気軽に通える場所や、自宅を中心に運動習慣を維持できるような環境を整

えられるよう、社協、公民館、地域のコミュニティ等と連携し事業を進めていきます。 

(1) 元気なつどい                   ※計画値：参加実人数 120 人 

高齢者の健康づくりと介護予防の啓発につながるよう多様な内容で実施し、多くの市民の

参加が得られるようにしていきます。 

・会場数 2 会場 24 回開催   

(2) 介護保険制度説明会（介護保険係と共同実施）   ※計画値：参加延人数 100 人 

運動器機能低下防止等の介護予防について啓発していきます。 
  

３ 地域介護予防活動支援事業             ※計画値：参加延人数 800 人 

   介護予防に資する地域活動の育成・支援を目的に、いきいきサロン等へ保健師、歯科衛生

士等を派遣するとともに、自主的な介護予防支援活動の場所や介護予防健康づくり応援団員

の増員を図るため、活動のＰＲや研修内容の検討を進めていきます。 

(1) いきいきサロン、老人クラブなど各種団体への出前講座の実施（開催等の支援） 

(2) 介護予防健康づくり応援団の研修や活動等の支援 
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(3) 認知症キャラバンメイトの育成・支援 
 

 ４ 地域リハビリテーション活動支援事業        ※計画値：参加実人数 100 人 

   住民自身が介護予防の取組みを続け、自立した日常生活が継続できるよう、専門的視点

からの助言・支援等を行っていきます。 

(1)膝腰サポート塾（委託で実施） 

     「関節・筋肉疾患」等が要介護等の状態につながりやすい傾向であるため、専門的視点に

よる生活機能の維持・向上につながる助言・支援を行うとともに、日常生活でも予防への取

組みができるような講座を実施していきます。 

・会場数 ２会場（延 24 回開催） 

(2)復習のための講座（委託で実施） 

  膝腰サポート塾修了生を対象に、運動継続の必要性を再確認し、運動の方法・ポイントを

復習する機会として開催します。 

   ・会場数 ２会場（延 48 回開催） 

 
 

第７ 老人福祉法の措置（基幹地域包括支援センターのみ実施） 

環境及び経済的理由で居宅にて養護を受けることが困難な高齢者について、養護老人ホーム

への入所措置（委託）を実施していきます。 

１ 養護老人ホーム入所措置（委託）先                  （単位:人） 

施設名（所在市町村） 
入所（委託）者数 

備 考 
令和８年４月１日現在 

普携寺香風園（千曲市） 24 (社福)千聖会 

はにしな寮（坂城町） 31 長野広域連合 

松寿荘（長野市） 10 長野広域連合 

尚和寮（長野市） 1 (社福)長野市社会事業協会 

光の園（下條村） 1 (社福)萱垣会 ※盲老人ホーム 

寿楽園（須坂市） 3 (社福)睦会 

合  計 70  
 
 

 第８ 介護サービス等の相談支援やケアマネジメントの円滑な実施のための検討協議 

   介護サービス等の円滑な利用のための相談支援やケアマネジメントの実施方法について、

引き続き地域包括支援センター全体会や課内等で協議・検討を進めていきます。 



  

必要に応じ

　口腔機能向上 　認知症・うつ 　歯科衛生士の訪問指導

　閉じこもり 　生活習慣病 　保健師の訪問指導

・認知症サポーター養成講座　・キャラバンメイト支援 　・ネットワーク形成(地域ケア会議等）
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〇　地域包括支援センターの活動体系（概念）図

　　　　　　　　要支援認定者

予防支援高齢者

① 元気なつどい

② 膝腰サポート塾/復習講座

認知症の知識普及・家族支援・関係者との連携

訪問による介護予防

介護予防健康づくり応援団 育成・支援

いきいきサロン・老人クラブ等での介護予防普及啓発

指定介護予防支援事業

骨折・関節・筋肉疾患予防

筋力アップ・仲間づくり

・介護保険法・老人福祉法等に基づき相談支援 ・ネットワーク形成(地域ケア会議等）

住民・多職種協働などによる支援ネットワークの

介護予防ケアマネジメント事業

総合相談支援・権利擁護・ケアマネジメント支援・

成年後見制度利用支援・養護老人ホーム等
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令和8年度　指定介護予防支援事業及び介護予防ケアマネジメント事業の業務委託状況

「0」：契約有　　　「斜線」：契約なし

いせや薬局 （株）伊勢屋薬局 29 4 7 40

居宅介護支援事業所
杏寿荘 3 3 10 16

居宅介護支援事業所
森の里 1 14 15

千曲市社会福祉協議会
居宅介護支援事業所

千曲市社会福祉協議会 2 15 10 27

サクラケア千曲店 メディカルケア（株） 1 9 25 35

社会福祉法人千寿会
居宅介護支援事業所

（福）千寿会 9 9

ちくま居宅介護支援事業所（福）ジェイエー長野会 5 20 8 33

ハートケア上山田 長野寿光会 1 4 0 5

ニチイケアセンター聖 （株）ニチイ学館 9 8 3 20

コープながの福祉センター生活協同組合コープながの 2 2

アップルハウス アート企画（株） 1 1

介護支援センターはやしや （合）はやしや 7 2 9

こばやし介護相談室 （合）小林介護 1 1

居宅介護支援事業所
あっといーずホーム

（有）アットイーズ 5 5

エフビー居宅介護支援
事業所

エフビー介護サービス（株） 2 16 3 21

ささえ愛居宅介護支援
事業所

（特非）第二ささえ愛 3 6 3 12

作成委託者数合計 56 108 87 251

委託契約事業所数 10 13 13

年間委託者実数
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契約事業所名 契約事業者 委託期間
合
計基幹包括

戸倉上
山田包
括

更埴川
東包括

（福）大志会

合計

令和8年
４月１日
～

別添 7別添 7



　＜歳入＞ （単位：千円）

R8年度
当初予算額

R7年度
当初予算額

比　較

1,180,800 1,173,175 7,625

83,094 90,065 △ 6,971

46,343 54,178 △ 7,835

39,045 42,529 △ 3484

39,045 42,529 △ 3,484

237 237 0

1,388,564 1,402,713 △ 14,149

　＜歳出＞ （単位：千円）

R8年度
当初予算額

R7年度
当初予算額

比　較

介護予防ケアマネジ
メント事業

18,921 24,495 △ 5,574

一般介護予防事業 3,176 4,139 △ 963

総合相談支援事業 63,196 60,496 2,700

権利擁護事業 50 73 △ 23

包括的・継続的ｹｱﾏﾈ
ｼﾞﾒﾝﾄ事業

85 125 △ 40

在宅医療・介護連携
推進事業

575 1,371 △ 796

認知症総合支援事業 479 998 △ 519

家族介護支援事業 5 60 △ 55

成年後見制度利用支
援事業

821 535 286

認知症サポーター等
養成事業

120 179 △ 59

87,428 92,471 △ 5,043

＊千曲市介護保険特別会計内「地域支援事業」からセンター業務部分を抜粋

繰　　入　　金 市一般会計から繰入

保　　険　　料 第１号被保険者保険料

協議事項　５

 令和８年度　千曲市地域包括支援ｾﾝﾀｰ(高齢者相談ｾﾝﾀｰ)の業務に関わる予算について

１　介護保険法　地域支援事業に関わる予算

項　目 　内　　　　　容

国　庫　支　出　金

支払基金交付金 第２号被保険者保険料から

県　支　出　金
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介護予防
・

日常生活
支援

総合事業

要支援者及び予防支援高齢者のケアマネジメン
ト実施費など

介護予防事業講師謝礼・委託料、地域介護予防
ボランティア育成・研修費など

包
括
的
支
援
事
業

更埴川東・戸倉上山田地域包括支援センター委
託料など

講師謝礼、消耗品

合　　　　計

地域ケア会議助言者謝礼など

在宅医療・介護連携推進委員会及び研修会実施
費用など

認知症初期集中支援チーム委員報酬、研修費な
ど

任
意
事
業

認知症広報・啓発活動事業委託料など

成年後見等市長申立手数料など

研修会講師謝礼、消耗品など

諸　　収　　入 介護予防普及啓発事業参加料など

合　　　　　計

項　　　目 　内　　　　　容



　＜歳入＞ （単位：千円）
R8年度

当初予算額
R7年度

当初予算額
比　較

3,300 2,923 377

3,300 2,923 377

　＜歳出＞ （単位：千円）
R8年度

当初予算額
R7年度

当初予算額
比　較

3,300 2,923 377

3,300 2,923 377

＊千曲市一般会計から当該事業部分を抜粋

　＜歳入＞ （単位：千円）
R8年度

当初予算額
R7年度

当初予算額
比　較

7,957 7,304 653 介護予防給付費（予防プラン作成料）

7,957 7,304 653

　＜歳出＞ （単位：千円）
R8年度

当初予算額
R7年度

当初予算額
比　較

7,957 7,304 653

7,957 7,304 653

＊千曲市社会福祉協議会一般会計から当該事業部分を抜粋

　＜歳入＞ （単位：千円）
R8年度

当初予算額
R7年度

当初予算額
比　較

8,897 7,448 1,449 介護予防給付費（予防プラン作成料）

8,897 7,448 1,449

　＜歳出＞ （単位：千円）
R8年度

当初予算額
R7年度

当初予算額
比　較

8,897 7,448 1,449

8,897 7,448 1,449

＊千曲市社会福祉協議会一般会計から当該事業部分を抜粋
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諸　収　入 介護予防給付費（予防プラン作成料）

２　介護保険法　指定介護予防支援事業費に関わる予算

 (1)　基幹地域包括支援センター

項　目 内　　容

項　目 内　　容

合　計

項　目 内　　容

指定居宅介護支援事業
費

会計年度任用職員人件費、介護予防プラン作
成委託料、制度改正に伴うシステム改修費な
ど

合　計

 (2)　更埴川東地域包括支援センター

項　目 内　　容

諸　収　入

合　計

指定居宅介護支援事業
費

職員人件費、介護予防プラン作成委託料、介
護支援システム使用料等

合　計

 (3)　戸倉上山田地域包括支援センター

項　目 内　　容

合　計

諸　収　入

合　計

項　目 内　　容

指定居宅介護支援事業
費

職員人件費、介護予防プラン作成委託料、介
護支援システム使用料等



　＜歳入＞ （単位：千円）
R8年度
予算額

R7年度
予算額

比　較

6,614 7,535 △ 921

6,614 7,535 △ 921

　＜歳出＞ （単位：千円）
R8年度
予算額

R7年度
予算額

比　較

6,614 7,535 △ 921

6,614 7,535 △ 921

＊千曲市社会福祉協議会一般会計から当該事業部分を抜粋

　＜歳入＞ （単位：千円）
R8年度
予算額

R7年度
予算額

比　較

6,894 7,147 △ 253

6,894 7,147 △ 253

　＜歳出＞ （単位：千円）
R8年度
予算額

R7年度
予算額

比　較

6,894 7,147 △ 253

6,894 7,147 △ 253

＊千曲市社会福祉協議会一般会計から当該事業部分を抜粋
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合　計

３　介護保険法　介護予防ケアマネジメント事業費に関わる予算

 (1)　更埴川東地域包括支援センター

項　目 内　　容

諸　収　入 介護予防ケアマネジメント事業委託料収入

合　計

項　目 内　　容

介護予防ケアマネジメ
ント事業費

職員人件費、ケアマネジメント実施委託料、ケア

マネジメントシステム使用料等

＊　基幹地域包括支援センターにおける介護予防ケアマネジメント事業費は、「１ 介護保険法 地域支援事業に
関わる予算」に含まれる。

 (2)　戸倉上山田地域包括支援センター

項　目 内　　容

諸　収　入 介護予防ケアマネジメント事業委託料収入

合　計

項　目 内　　容

介護予防ケアマネジメ
ント事業費

職員人件費、ケアマネジメント実施委託料、ケア

マネジメントシステム使用料等

合　計


